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. iまい 38 43 
昭いいえ 51 57 
費問1-2.1で「はいj と客えた/jは、買うときに医薬品目笹用法、医薬品E脅まれている成分などを確認しまし
たか(n-38) • 
-はい 25 66 
-いいえ 13 34 
賀間1-3.1で「はいjと替えた方は、どのような医薬品を買いましたか。当てはまるものにOをつけてくだ吉い
{櫨数選択可書酌 恒=3田園
風邪藁 20 53 
・頭痛薬 19 50 
・点鼻薬 7 18 
調点眠薬 15 39 
・そ自他控室り車1 【痛みどめ1 [口内損1 [忘れた1 [記入なし 5 13 
・無図書 1 3 
費問2 友人や知人に匿事品をもらって、援用したことがありますか。
}まい 38 43 
闘いいえ 51 57 
費問2-2.2で fはいj と事えた方は、もらうときと田ような麗嘉晶色ど0)ような成分が含まれているか確認し
ましたかな1戸38) • 
. iまい 18 47 
闘いいえ 20 53 
費問8 援薬品には医療用挺薬品と一般用挺藁品がありますが、遣いが分かりますか阻































・}まい 12 13 
掴いいえ 73 82 













}まい 58 65 
いいえ 25 28 
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費問10.費眠れないときに散む睡眠改善藁という薬があることを知っていますか@
}まい 42 47 
-いいえ 43 48 
園無間笹 4 4 
畳間10-2.10で「はいj と書えた方は、睡眠改善薬を服用したととがありますかU1"42) • 
ー }:ìv~ 4 10 







5まい 21 24 
・いいえ 64 72 
・無間韓 4 4 
置関13 抗ヒスタミン識という言葉を闘いたととはありますか.
はーい 6 7 
aいいえ 79 89 
-離陸嘗 4 4 
曹関14.風邪薬と点鼻薬に同じ成骨がλっているものがあるというととを知っていましたか。
闘はい 9 10 
温いいえ 76 85 
-無回答 4 4 
貴闘15.平成24年度から、中学3年生は韓親育が義務拡されましたが知っていましたか@
聞はい 5 6 
司いいえ 84 94 
費問16‘車教脊は護部中心となってするべきだと思いますかむ1唱7).
-校長先生 4 5 
-教頭先生 。 o 
掴担在の先生 3 3 
聾纏教諭 62 71 
ー体脊教諭 10 11 
-そ開催撲剤鰯] 2 2 
[全員] 2 2 
伏人] l 1 
[専門の人] 1 1 
[記入なし] l 1 
-無障害 l l 
世間17.撞護教諭が中心となって薬教育をする場合、パ トナ は誰が良いと思いますか (n"88)。
国校長先生 6 7 
-教頭先生 1 
-担任の先生 24 27 
-体育教諭 52 59 
闘そ自他 E襲割問 l 1 
[専門田Al 1 1 
[教員] l 1 
[記入なし] l l 
-無回答 l 1 
費問18 薬教育はど由予年から始めるのが良いと患いますか (n"88)
小学生低学年 7 8 
-小学生中学年 8 9 
-小学生高学年 22 25 
圏中学生 44 50 
割高校生 3 3 
-専門学窓，大学生 2 2 









「ドラッグストア (68%)J 、 「薬局 (61.2%)Jが最も多く、ついで「医療機関









































































(図5)0 具体的に使用した一般用医薬品は、 「頭痛薬」、 「鼻炎の薬(鼻水を止める薬)J、

















































て、 1年生「はい (21%) J、2年生「はい (52%)J、3年生「はい (33%)J (無回答5










生「はい (14%)J、2年生「はい (38%)J、3年生「はい (21%)J (無回答4人を抜い
た) (n=28)となり、全体で「はい (25%)J (無回答4人を抜いた) (n=85)という結果
になった(図的.質問11の「風邪薬と乗り物酔い止め薬を同時に服用しでも良いと思いま
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2) Guidelines for the Regulatory Assessment of Medicinal Products for Use in 
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Education of the f:醐lIliarpharm師側ticalproduc総
in th睦school
Yoshiaki MATSUMOTO， Yu立lISAKAGUCHI 
Advanced course of Childhood Care出ldEducation at 




In late ye町'Sstore剖ldthe Internet can obtain an OTC(over吐lecounter) drug 開 sly.
In addition， by a surge of血econsciouslli田;sofI町泊ker'出 .ponsibilityfor own heal世L組 d
treating the slight physical dissatisfaction by oneself" namely the self-medication that 
廿配Wor1dHealth Organization (WHO) defin時 interest邸時加aheal出 foodTherefore 
we carried out an at士itudesurvey about the knowledge of ph官官1aceu祖国1products to 
students of吐lehigh school being∞nscious of inf1uence of having attendance or not of 
也emi付ic:訂leeducation 1配 t町.eatせlejunior high sch∞，1. 
As a result， as for studen出 ofthe ru富hsch∞1，overlap use problems of剖対rust旧対ne
used for the difference between OTC drug and ethical drug and a wide use feel the 
need of the education at!endana by組 earlygeneration be回 U田也町.ewas not enough 
unde脂匂ndhlg.
As for the education， a school-nurse a描 u血部ahealth and 説明icaledu岡山n国 cher
a partner and they reg.訂dc∞IIJeration酪 otherteache.出田dshould carry it out 
Key worc邑:scbooL scbooJ-nurse， education， pharrnaceutical product:s 
